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～大規模土砂災害対策技術センター・紀伊山系砂防事務所～

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大規模土砂災害対策技術センター

紀伊山系砂防事務所 調査課
（センター）〒649-5302 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町市野々3027-6 TEL：0735-55-0820

（事務所）〒637-0002 奈良県五條市三在町1681 TEL：0747-25-3111（代）

和歌山県那智川流域では紀伊山系直轄砂防工事による砂防堰堤・堆積工工事を実施して

います。砂防施設は定期点検または出水後の臨時点検を実施する必要があります。従来の施

設点検は人力による目視点検がほとんどであり、施設までのアクセスが困難または危険な箇所は

点検効率が悪く、点検に多大な労力を費やしています。大規模土砂災害対策技術センターで

は、ドローンを用いて安全・効率的に砂防施設を点検する手法の開発に注力しており、今回、ド

ローン基地を用いた自律飛行による砂防施設点検の実証実験を行いました。

実施日時・実施場所

令和３年１２月１５日（水）大規模土砂災害対策技術センター（和歌山県那智勝浦町）

参加者

和歌山県職員、地元の測量業者、マスコミ各社（テレビ２社、新聞６社）

紀伊半島大水害から10年
-あの日の災害を忘れない-

砂防堰堤の点検を自動化！
～和歌山県那智川流域でドローンの自律飛行による砂防施設点検を実施～

実証実験の概要

①砂防施設など、定期的に点検を実施したい箇所の近

傍にドローンの基地を設置

※基地はインターネット接続されており、遠隔地からの指示で自

動で開閉

②事前に飛行ルートを読み込んだドローンにより、離陸～

施設の撮影～着陸の一連の作業を自動で実施

③ドローンで撮影した映像は遠隔地にリアルタイムで伝送

※高解像度画像はドローンの着陸後に携帯回線によりサー

バーにアップ

大規模土砂災害対策技術センター

砂防堰堤表面に
異常なし！

携帯回線通信鉄塔

那智川流域
点検・監視対象
渓流：内の川

クラウドサーバー

自動で飛行して、
砂防施設近傍を撮影！

離着陸地点の地上局センターの芝生に設置されたドローン基地

リアルタイムに
映像を伝送

往復約1.5km

飛行時間約11分

着陸後は動画・画像を
クラウドにアップ

ポイント

高画質な画像は
後ほどダウンロード

離着陸時は自動で開閉します
機体は接触式充電に対応

●ドローン操縦者の目視範囲外まで飛行させるレベル3

飛行（目視外補助者なし飛行）を採用しています。

●ボタン１つの操作で、現場に待機させたドローンを飛行

させ、ドローンの撮影した映像をリアルタイムで取得すること

で、遠隔地の職員は現場に立ち会うことなく施設点検を

実施できます。

●今後は、他渓流の砂防施設についても点検ルートを作

成し、将来的に那智川流域全体をドローン点検で網羅

できるよう技術開発を進めていきます。

参加者からは多くの質問をいただきました那智川の直轄事業についても紹介しました

【SENSYN Mark-2】
寸法：約 90cm×90cm
重量：7.5 kg
飛行時間：約25分
※機材重量により飛行可能時
間は変化

ドローン飛行の様子

こんな質問がありました

Q

A

災害対応にも使用可能ですか？

河道閉塞などの継続監視箇所の

モニタリングに利用できると考えます。

Q

A

本実験で見えた課題は何ですか？

映像伝送に携帯回線を使用しま

すが、実験中、回線が不安定なる

ことがありました。安定した回線確

保が課題のひとつとなります。


